
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 ■ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

令和７年度以降は事業としての予算なし。藻岩山スキー場の新事業者に対して、札幌市の窓口となり事業展開の支援を行っていく。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

実施 実施（事業者決定）

↓

アウトカム
成果指標1

持続可能な運営体制への移行に向けた調査・検討の実施 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

実施 実施（事業者決定）

人工

指標

アウトプット
活動指標1

持続可能な運営体制への移行に向けた調査・検討の実施 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0.5 人工

令和7年度予算額 0 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 0

正規職員業務量 0.5 人工

令和6年度決算額 5,780 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0.5 人工

令和6年度予算額 10,000 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

札幌藻岩山スキー場の非効率な運営体制を見直し、持続可能な運営体制を構築する。

他都市の状況

札幌藻岩山スキー場のようにリフト、ロッジ、スキースクールといった経営資源が分散したスキー場は多くはなく、他都市の公営
スキー場でも珍しい。

市民参加の実施

令和5年度決算額 9,725 千円 うち特定財源 0

施策名 身近なところでウインタースポーツを楽しむことのできる環境が充

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

　札幌藻岩山スキー場は多くの小中学校のスキー学習で利用されるなど、札幌のスキー振興の重要拠点の１つとなっている。
その一方で、運営や施設所有に複数の事業者が関わっているため非効率な運営体制となっており、老朽化が進むロッジやリフ
トの更新に投資が回らず持続可能な運営が困難な状況となっている。
　ロッジを所有する札幌市として、市民に親しまれる藻岩山スキー場を存続させる必要があり、持続可能な運営体制を構築する
ことを目的として調査検討を行うものである。

事業内容
（何を実施し）

　藻岩山スキー場の運営効率化を目指すため、札幌市が主導して課題整理や運営の在り方を検討し、持続可
能な運営体制への移行に向けた準備等を進める。
　令和６年度はこれまでの検討を踏まえ、札幌藻岩山スキー場のリフト事業を担うりんゆう観光と一体的に藻岩山スキー場の運
営を担う新規参入事業者を募集。その結果、令和６年５月に北海道スクエア㈱を藻岩山スキー場の事業予定者として決定し
た。
　以降、札幌藻岩山スキー場の運営体制移行に係る協議支援業務の委託を行い、北海道スクエア㈱、㈱りんゆう観光、札幌市
の３者で運営体制移行に向けた協議を行い、同年１２月に合意。正式に北海道スクエア㈱を令和７年度からの新事業者として
決定した。

事業名 藻岩山スキー場在り方検討調査費

評価担当課 所   属 ス）スポーツ部　企画事業課 電話番号 011-211-3044

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 70182


